
千里山病院との 
誤嚥性肺炎地域連携パス 

 

 



誤嚥性肺炎地域連携パス作成の経緯 

•篤友会 千里山病院（豊中市庄内東町2丁目7－13）から、市立豊中
病院と行っている誤嚥性肺炎の地域連携パス『とよなか・千里山あん
しんルート』の紹介があり、当院とも同様の連携を検討することとなっ
た。 

•当院では、院内の誤嚥性肺炎クリニカルパスがなかったため、チー
ム（竹中医師を中心に８A病棟、SWら参加）で、まず院内クリティカル
パスを作成。昨年８月にパス委員会の承認を得た。 

•昨年１０月千里山病院に訪問（竹中医師、福岡副看護部長、和田地
域医療支援部長、成瀬主任、八木）し、当院パスを紹介。 

•院内での運用を決定。12月から開始している。 

 

 



千里山病院（豊中市庄内東町2丁目7－13） 

•病床数 ５９床 一般病棟（10：1） 

•誤嚥性肺炎については、VFによる検査、嚥下
リハビリを行う。約3週間の入院で自宅退院を
目指すが、難しい場合は療養病床を持つ病
院や施設への転院も支援。 

• 現在立て替え中で、今年８月                     
に緑地公園駅前（以前あった                      
ところ）にもどる 

• 現在の場所は、相川駅から                      
乗り換えして約３５分、当院                      
から車で３０分弱 

資料参照 



4日目に検査データ

等総合的判断を行
い、当院での治療継
続or転院か、ご本
人・家族へICし、転

院同意が得られたら
転院プロセスを選択。 

済生会吹田病院 患者用パス 

資料参照 



転院説明3点セット 

１．済生会吹田・千里山あんしんルート（表裏） ２．転院までの流れ 
３．千里山病院あんしんルート

チェックリスト 

資料参照 



済生会吹田病院での職種・部署の役割 資料参照 



 千里山病院との誤嚥性肺炎地域連携パスの特徴 

千里山病院では、ＶＦで嚥下評価を行い、嚥下リハビリ（ＰＴ、ＯＴも常駐）
を実施している。（済生会吹田病院ではＶＦは実施しておらず、ＳＴの対応も限界が
あるため、十分な嚥下評価ができない。） 

済生会吹田病院では、現時点でパス転院は5例ほどだが、千里山病院と
市立豊中病院では、入院して誤嚥性肺炎と診断されたほとんどの患者が
千里山病院へ紹介されている。 

合併症を発症していなければ、短期間（平均10日程度）で転院できる。 

病院の立地条件から紹介をためらうこともあるが、「口から食べさせたい」
と希望する患者・家族には治療目的での転院を勧めている。（病状が安定し
てからというと、かえって転院は勧めにくくなる） 


